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県
生
涯
学
習
奨
励
員
会
長
表
彰

県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
長
表
彰

【問い合わせ先】　市ケーブルテレビセンター　℡ 65―3722

ケーブルテレビの魅力をご紹介！

◆「大抽選会」では、液晶テレビやデジタルカメラなどの豪華景品や、オリジナル
　グッズが当たります。
◆「大抽選会」はケーブルテレビに加入されている方が対象です。（当日の加入申込
　者含む）来場時に受け付けで抽選券を配布します。（抽選券は1世帯につき1枚）
◆「ウルトラマンジャック握手・撮影会」は、各回とも先着50人です。記念撮影
　する方はカメラをご準備ください。（整理券配布 10:00～、12:30～）

テレ朝チャンネル presentｓ

入場無料
市文化交流館

9:00～16:00カダーレ

ウルトラマン
ジャックが

ウルトラマン
ジャックが

やってくる！やってくる！ウルトラマン
ジャックが

やってくる！

　ケーブルテレビの紹介や相談コーナーをはじめ、番組供給
会社によるブースを設置。各ブースでは、ご来場いただいた
皆さんに各チャンネルのオリジナルグッズの進呈があります。
　入場は無料です。「ウルトラマンジャック握手・撮影会」や
「キャラクターショー ドラえもん」など、
ご家族で楽しめるイベント満載！
　ご来場をお待ちしています。

主な
イベントの
ご案内

　9:00～　番組ブース・ミニ抽選ゲームなど
10:30～　キャラクターショー ドラえもん  ……〈１回目〉
11:00～　ウルトラマンジャック  握手・撮影会〈１回目〉
13:30～　ウルトラマンジャック  握手・撮影会〈２回目〉
14:30～　キャラクターショー ドラえもん  ……〈２回目〉
15:00～　大抽選会

市ケーブルテレビフェア
２０１２

○円谷プロ ファミリー劇場で放送中！Ｃ

入場無料
ア

○藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ＡＤＫ
Ｃ

　
長
年
に
わ
た
る
生
涯
学
習
奨
励
員
・
社
会
教
育
委
員

と
し
て
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
本
市
の
五
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

佐
藤 

真
喜
子
さ
ん
（
岩
城
亀
田
大
町
）

　

平
成
13
年
４
月
か
ら
11
年
に
わ
た
り
、
岩
城
地
域

の
生
涯
学
習
の
中
心
的
存
在
と
し
て
普
及
と
推
進
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
々
木 

孝
子
さ
ん
（
岩
城
勝
手
）

　

平
成
13
年
４
月
か
ら
11
年
に
わ
た
り
、
岩
城
地
域

の
生
涯
学
習
の
中
心
的
存
在
と
し
て
普
及
と
推
進
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤 

リ
ツ
子
さ
ん
（
吉　

沢
）

　

平
成
13
年
４
月
か
ら
11
年
に
わ
た
り
、
由
利
地
域

の
生
涯
学
習
の
中
心
的
存
在
と
し
て
普
及
と
推
進
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

菊
地 　
　

弘
さ
ん
（
岩
谷
町
）

　

平
成
13
年
４
月
か
ら
11
年
に
わ
た
り
、
大
内
地
域

の
生
涯
学
習
の
中
心
的
存
在
と
し
て
普
及
と
推
進
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

莊
司  

昭
夫
さ
ん
（
西
目
町
出
戸
）

　

平
成
17
年
４
月
か
ら
社
会
教
育
委
員
を
歴
任
さ
れ
、

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
教
育
行
政
全
般
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
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●●コメリコメリ●コメリ

●
マックスバリュマックスバリュ
本荘店本荘店

●
マックスバリュ
本荘店

●
マックスバリュマックスバリュ

御門町店御門町店

●
マックスバリュ

御門町店

飛
鳥
大
橋

由
利
橋

１０５

本荘第一病院本荘第一病院本荘第一病院

子
吉

川

尾崎小
文

  ♨  ♨
鶴舞温泉鶴舞温泉
  ♨
鶴舞温泉

由利本荘市役所由利本荘市役所由利本荘市役所

本荘公園

子吉川河川敷公園
「せせらぎパーク」

御
手
作
堤

佐藤病院佐藤病院佐藤病院

中竪町

岩渕下

八幡下

赤沼下

中梵天

東梵天

一番堰

御門町

本田仲町

１０８
１０７

●
ポンパルポンパル
●

ポンパル

八幡神社

●ホーマックホーマック●ホーマック

JR
羽
後
本
荘
駅

羽後本荘駅

●
マックスバリュ
本荘中央店

文化交流館文化交流館
カダーレカダーレ
文化交流館
カダーレ

文化交流館
カダーレ

本荘年金
事務所前

12
3

4

5

7

8

9

13

10

11

12

東林寺東林寺東林寺

●きらやか銀行きらやか銀行●きらやか銀行

本荘年金事務所本荘年金事務所●本荘年金事務所●

〒
本荘駅前郵便局本荘駅前郵便局本荘駅前郵便局

御門町

東御門町

本田仲町

大鍬町

一番堰

大ノ道

蓼　沼

中梵天

東梵天

赤沼下

赤　沼

川口
石脇

桶屋町

東　町

谷地町

桜小路

表尾崎町表尾崎町

裏尾崎町裏尾崎町

表尾崎町

尾崎尾崎尾崎

裏尾崎町

中竪町

6

●
秋田銀行秋田銀行
●

秋田銀行

●羽後信金羽後信金●羽後信金

●
 羽後信金 羽後信金
●
 羽後信金

N
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東廻り実証運行予定時刻表
9:00から17:00  毎正時に羽後本荘駅を発車

バス停留所 発着時刻

00
02
03
04
05
06
08
09
11
13
15
16
20

分発

分発

分発

分発

分発

分発

分発

分発

分発

分発

分発

分発

分着

毎

毎

毎

毎

毎

毎

毎

毎

毎

毎

毎

毎

毎

1

13
1２

1１

1０

９

８

７

６

５

４

３
２

羽後本荘駅
文化交流館カダーレ
本荘年金事務所前
中竪町
岩渕下
八幡下
赤沼下
中梵天
東梵天
一番堰
御門町
本田仲町
羽後本荘駅

●
問
い
合
わ
せ
先

地
域
お
こ
し
課

　

☎
24
―
６
３
７
８

　

本
荘
地
区
循
環
バ
ス「
東
廻
り
」

は
、
羽
後
本
荘
駅
を
起
点
・
終
点

と
し
て
本
荘
東
部
地
区
の
幹
線
道

路
を
時
計
回
り
に
循
環
し
ま
す
。

１
周
５
・
４
㌔
、
所
要
時
間
は
約

20
分
で
す
。

　

バ
ス
停
留
所
を
13
カ
所
設
置
し
、

運
行
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
、
１
日
９
便
が
毎
正
時

に
発
車
し
ま
す
。

　

運
賃
は
、
現
在
運
行
中
の
ご
て

ん
ま
り
号（
西
廻
り
・
南
廻
り
）と

同
じ
く
、一
律
大
人（
中
学
生
以
上
）

２
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円
。

未
就
学
児
は
無
料
で
す
が
、
保
護

者
の
方
も
ご
同
乗
く
だ
さ
い
。

　

東
廻
り
か
ら
西
廻
り
・
南
廻
り

へ
の
乗
り
継
ぎ
は
、
追
加
料
金
不

要
で
乗
車
い
た
だ
け
ま
す
。
乗
り

継
ぎ
の
際
は
、
運
賃
ま
た
は
回
数

券
を
「
乗
り
継
ぎ
券
」
と
引
き
換

え
ま
す
の
で
、
降
車
時
に
運
転
士

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※発着時刻は、天候や交通状況によって、多少遅れることがあります。

　市では、平成19年10月より、ごみ処理経費の一部をご負担いただく
ごみの有料化制度を実施しています。

◆ごみの有料化制度の効果

排出者責任の明確化 　ご家庭からの排出量に応じた費用負担（ごみ袋の購入）が
発生することにより、ごみに対する意識改革が期待できます。

負担の公平性の確保 　排出量に応じて費用を負担することで、ごみ処理経費に
対する公平性が図られます。

ごみの排出抑制・分別の推進 　費用負担が発生することから、ごみを減らそう
とする動機付けが期待できます。

◆家庭系ごみ…各町内のごみ集積所に排出されたもの （市世帯数：30,203世帯　平成24年3月31日現在）

　会社やお店など、事業活動に伴い
発生するごみは「事業系ごみ」です。
　事業系ごみとは、産業廃棄物以外
のすべてのごみのことで、例えば
「紙くず」や「繊維くず」、「生ごみ」
なども含まれます。
　各町内のごみ集積所は、町内会が
適切に管理しているものであり、会
社やお店などからは紙くずや生ごみ
であっても出すことはできません。
　処理施設へ直接搬入するか、一般
廃棄物収集運搬許可業者へ依頼する
など自らの責任において処理するこ
とが義務付けられています。

　大量に発生する草刈りや木枝の剪
定、引っ越しなどのごみは、それだ
けでごみ集積所が満杯になり他の方
が利用できななったり、収集効率の
低下も懸念されます。一時的な多量
ごみは、処理施設へ直接ご搬入いた
だくか、市収集運搬許可業者へ依頼
してください。

平成 18 19 20 21 22 23
0

5000

10000

15000

20000

25000 （単位：ｔ）
家庭系ごみ 可燃・不燃ごみ

21,302.28 20,801.30 18,825..858518,825.85 18,26018,260.676718,260.67 17,84517,845.383817,845.38 17,675.46

平成 18 19 20 21 22 23
0

2000

2500

3000

3500

4000 （単位：ｔ）
家庭系ごみ 資源ごみ

3,644.26 3,659.35 3,511.05
3,334.433,334.43 .36 3,256.82823,256.82

１世帯あたり 年間17.６㌔
ごみ袋（大）＝６㌔で換算すると…

年間３袋削減で目標達成！
1世帯
あたり

「処理すべきごみが減り、資源が増える」
　可燃・不燃ごみが減少している中で、平成23年度は、
資源ごみが増加しております！
　また、分別排出により得られた資源ごみは、ごみ処理経費の一部として、
貴重な財源となっています。資源ごみでごみ処理経費を賄うのも夢ではない！？

事業系ごみの適正処理を

　ごみの有料化制度施行に伴い、
平成18年度から

家庭系ごみの排出量20パーセント削減を
　目標に取り組んでいます。

一時的な多量ごみの処理について

■ごみ処理にかかる経費（平成23年度）
主な支出
ごみ袋作製委託料
販売店取扱手数料
収集運搬委託料
最終処分場運営費
清掃センター運営費
合　　計

合　計
  47,009
  12,238
276,380
  31,346
535,962
902,937

☆１回に排出されるごみが、概ね４袋
　以上となる場合は、直接搬入や許可
　業者へ依頼しましょう。
※直接搬入または、許可業者へ依頼す
　る場合は、市指定ごみ袋を使用する
　必要はありません。

■資源ごみの排出状況（平成23年度／前年比 0.6％増）
資源ごみの種類
紙
ビ　ン
缶
ペットボトル
合　計

合計量
2,087.79
   636.21
   359.63
   173.19
3,256.82

売却額
 44,656
     116
 31,377
   7,156
 83,306

せん

てい

（ｔ）

（千円）

（千円）
（千円）（ｔ）

■平成23年度の家庭系ごみ排出量
　〈可燃・不燃ごみの排出状況〉
年度
平成23
平成22
平成21
平成20
平成19
平成18

排出量
17,675.46
17,845.38
18,260.67
18,825.85
20,801.30
21,302.28

前年比（％）
 ｰ1.0
 ｰ2.3
 ｰ3.0
 ｰ9.5
 ｰ2.4
     ｰ

平成18年比（％）
 ｰ17.0
 ｰ16.2
 ｰ14.3
 ｰ11.6
   ｰ2.4
       ｰ

■ごみの有料化制度による収入
年度
平成23
平成22
平成21
平成20
平成19

合　計
 116,851
 116,745
 105,880
 115,626
   66,217

◆市民の皆さまから、ごみ処理経費の一部と
　して購入いただいた「ごみ袋」販売代です。
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「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
で
節
電
を

図
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
よ

り
地
球
の
温
暖
化
防
止
を
推
進
し

よ
う
と
、
由
利
本
荘
地
球
温
暖
化

対
策
協
議
会
（
村
岡
淑
郎
会
長
）

が
５
月
29
日
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー

や
道
の
駅
な
ど
９
カ
所
で
ゴ
ー

ヤ
ー
の
種
と
育
て
方
ガ
イ
ド
、
３

０
０
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

配
布
は
夕
方
の
買
い
物
客
が
多

く
集
ま
る
午
後
５
時
か
ら
開
始
さ

れ
、
温
暖
化
防
止
を
呼
び
掛
け
る

〝
の
ぼ
り
〞
を
手
に
、「
緑
の
カ
ー

テ
ン
で
省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う
」
と

声
を
掛
け
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
か
し
わ
温
泉
（
西
目
町
）」
の

入
湯
者
が
、
６
月
２
日
、
14
年
７

カ
月
で
１
０
０
万
人
を
達
成
し
ま

し
た
。
１
０
０
万
人
目
と
な
っ
た

の
は
、
定
休
日
以
外
ほ
ぼ
毎
日
来

て
い
る
と
い
う
森
子
の
熊
谷
三
五

郎
さ
ん
（
86
歳
）。
１
０
０
万
人

目
と
な
っ
た
こ
と
に
「
び
っ
く
り

し
て
い
る
、
運
が
良
か
っ
た
。
健

康
で
い
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
湯
の

お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
通
い
続
け

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
長
谷

部
市
長
ら
と
く
す
玉
を
割
っ
た
ほ

か
、
熊
谷
さ
ん
に
入
湯
券
や
地
元

産
キ
ノ
コ
な
ど
の
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
か
ら
６
月
３
日
ま
で
、

矢
島
町
桃
野
地
区
で
「
鳥
海
高
原

菜
の
花
ま
つ
り
」（
同
実
行
委
員
会

主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
大

勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

ま
つ
り
初
日
に
は
、
南
由
利
原

高
原
の
青
少
年
旅
行
村
で
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

ま
つ
り
の
開
催
を
祝
い
関
係
者
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
旅
行
村
駐
車
場
か
ら

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
込
ん

だ
来
場
者
は
、
ま
つ
り
会
場
に
到

着
す
る
と
、
雄
大
な
鳥
海
山
を

バ
ッ
ク
に
写
真
撮
影
を
し
た
り
、

県
立
大
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
が
運
営
す
る
「
搾
油
体
験
」
や

「
エ
コ
バ
ッ
グ
製
作
教
室
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
県

立
大
２
年
の
磯
部
百
葉
さ
ん
は
、

「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
て
２

年
目
に
な
り
ま
す
。
去
年
は
雨
で

残
念
で
し
た
が
、
今
年
は
天
気
に

恵
ま
れ
、
自
分
が
楽
し
い
の
は
も

ち
ろ
ん
、
来
て
く
れ
た
人
も
楽
し

ん
で
く
れ
て
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
盛
況
を
喜
び

ま
し
た
。

　

創
立
20
周
年
を
迎
え
た
本
荘
南

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
清
水
世
紀

代
表
）
は
、
災
害
時
や
イ
ベ
ン
ト

時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
10
台
を
寄
贈
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

左から本間諭さん、佐藤和雄さん、真坂弥さん、長谷部市長、清水世紀さん、渡辺義広さん、若林徹さん

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
県
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
の

　

臨
時
職
員
に
は
、
東
日
本
大
震

　

災
の
被
災
者
、
平
成
23
年
３
月

　

11
日
以
降
に
離
職
し
た
失
業
者

　

お
よ
び
平
成
23
年
３
月
以
降
に

　

卒
業
し
た
未
就
職
失
業
者
の
み

　

応
募
で
き
ま
す
。（
東
日
本
大

　

震
災
の
被
災
者
の
雇
用
を
優
先

　

し
ま
す
）

　

雇
用
期
間
は
、
通
算
し
て
１
年

　

ま
で
の
期
間
に
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

 （
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に

　

限
り
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
公
園
管
理
作
業
員
】（
県
緊
急
雇

　

用
創
出
等
臨
時
対
策
基
金
事
業
）

勤
務
内
容　

各
公
園
の
樹
木
剪
定
、

　

除
草
な
ど

募
集
人
員　

３
人

勤
務
先　

都
市
計
画
課

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時

　

間
45
分
）

応
募
資
格　

自
動
車
運
転
免
許
証
、

　

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生

　

教
育
お
よ
び
伐
木
な
ど
の
業
務

　

に
係
る
特
別
教
育
（
チ
ェ
ー
ン

　

ソ
ー
作
業
）
講
習
会
受
講
済
者

　

ま
た
は
雇
用
日
ま
で
受
講
修
了

　

予
定
者

雇
用
期
間　
７
月
１
日
〜
11
月
30
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
21
日
㈭
ま
で
、
都
市
計
画

　

課　

☎
24―

６
３
３
３

【
事
務
補
助
員
】（
県
緊
急
雇
用
創

　

出
等
臨
時
対
策
基
金
事
業
）

勤
務
内
容　

市
内
企
業
の
情
報
収

　

集
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
な
ど

募
集
人
員　

１
人

勤
務
先　

商
工
振
興
課

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時

　

間
45
分
）

応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
入
力
操
作

　

が
で
き
る
方

雇
用
期
間　
７
月
１
日
〜
12
月
31

　

日
（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

　

更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
21
日
㈭
ま
で
、
総
務
課　

　

☎
24―

６
２
１
７

【
幼
稚
園
教
諭
（
産
休
・
育
休
代

替
）】 

勤
務
内
容　

預
か
り
保
育
、
ク
ラ

　

ス
担
任
補
助
な
ど 

募
集
人
員　

１
人 

応
募
資
格　

幼
稚
園
教
諭
ま
た
は

　

保
育
士
免
許
を
有
す
る
方 

勤
務
先　

西
目
幼
稚
園 

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時

　

間
45
分
） 

雇
用
期
間　
７
月
13
日
か
ら
平
成

　

25
年
１
月
14
日
（
更
新
可
） 

※

応
募
の
際
は
幼
稚
園
教
諭
ま
た

　

は
保
育
士
資
格
を
証
明
す
る
も

　

の
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
申
し
込
み
・ 

問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
22
日
㈮
ま
で
、
学
校
教
育

　

課　

☎
32―

１
３
３
０ 

　

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

公
営
住
宅

　

本
荘
地
域　
　

１
戸
（
松
涛
）

　
　

 

〃 　
　
　

１
戸
（
砂
子
下
）

　
　

 

〃 　
　
　

１
戸
（
梵
天
）

　

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
愛
宕
西
）

　
　

 

〃 　
　
　

１
戸
（
鶴
岡
）

　
　

 

〃 　
　
　

１
戸
（
愛
宕
）

公
共
住
宅

　

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

　

鳥
海
地
域　
　

１
戸
（
笹
子
）

申
込
期
限　

６
月
25
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

都
市
計
画
課
（
☎
24―

６
３
３

　

４
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

　

課
ま
で

日
時　
７
月
７
日
㈯　

13
時
半
〜

　

 （
小
雨
決
行
）

会
場　

芋
川
桜
づ
つ
み
パ
ー
ク
ゴ

　

ル
フ
場
そ
ば
の
水
田

参
加
対
象　

小
学
生
と
保
護
者

内
容　

水
田
で
の
サ
ッ
カ
ー
や
網

　

引
き
な
ど
（
地
元
産
の
お
米
や

　

野
菜
な
ど
豪
華
賞
品
を
ご
用
意

　

し
て
い
ま
す
）

※
荒
天
時
は
南
内
越
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
体
育
館
で
フ
ロ
ッ
カ
ー

　

 （
室
内
カ
ー
リ
ン
グ
）
を
行
い

　

ま
す

持
ち
物　

着
替
え
、
汚
れ
て
も
い

　

い
ズ
ッ
ク
、
う
が
い
用
の
水

参
加
費　

３
０
０
円
（
傷
害
保
険

　

料
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
２
日
㈪
ま
で
、
南
内
越
公

　

民
館　

☎・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
22―

０
３

　

１
６
、
冨
樫
さ
ん　

☎
０
９
０

　

―

７
７
９
２―

４
２
４
１ 　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
22―

５
１
９
８
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•納期限後の納付は、督促手数料、延滞金が加算され
　ますのでご注意ください
•市が納付を確認できるまでに、納付日から最短でも
　３日かかります。納税証明などでお急ぎの場合は、領
　収証や記帳した通帳をご持参のうえ申請してください。
問い合わせ先　収納課　☎24－6256
　　　　　　　または各総合支所振興課

◎自動車税の納期限は７月２日です
　自動車税は、４月１日現在の所有者に課税され
ます。４月１日以降に移転登録（転売など）した
ときでも４月１日現在の所有者が全額納付するこ
とになります。忘れずに最寄りの金融機関、また
はコンビニエンスストアで納めましょう。
　
◎自動車税も口座振替をご利用ください
　公共料金の支払いと同じように、自動車税も口
座振替にしませんか。金融機関へお出かけになる
手間が省け、安全・確実です。県内の銀行、信用金庫、
労働金庫、信用組合、農協などに預金口座があれば、
どなたでも利用できます。秋田銀行および北都銀
行は、県外の支店でも可能です。（ゆうちょ銀行
は利用できません）
　平成25年３月31日までにお申し込みされます
と、平成25年度分から自動車税の口座振替がで
きます。
問い合わせ先　県総合県税事務所　納税部収納管
　理課　☎018－860－3331、由利支所　☎23－4105

せ
ん
て
い



　

市
が
今
年
度
策
定
す
る
「
国
療

跡
地
利
活
用
基
本
計
画
」
に
市
民

の
幅
広
い
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
検
討
委
員
会
の
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

内
容　

検
討
委
員
会
（
５
回
程
度

　

予
定
）
に
出
席
し
、
市
長
の
諮

　

問
に
応
じ
内
容
審
議
・
答
申
し

　

ま
す

募
集
人
員　

２
人

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満

　

18
歳
以
上
の
方

応
募
方
法　
７
月
２
日
㈪
ま
で
、

　

指
定
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
ご
提
出
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課　

　

  

☎
24―

６
２
０
７

　

親
元
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
の
た
め
、
国
は
里
親
家
庭
で

の
養
育
を
大
幅
に
増
や
す
計
画
で

す
。
子
ど
も
へ
の
理
解
や
熱
意
、

子
ど
も
に
対
す
る
豊
か
な
愛
情
の

あ
る
方
の
里
親
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
子
育
て
支
援

　

課
家
庭
福
祉
班　

☎
０
１
８―

　

８
６
０―

１
３
４
４
、
県
中
央

　

児
童
相
談
所　

☎
０
１
８―

８

　

６
２―

７
３
１
１

　

小
売
・
流
通
業
界
は
も
ち
ろ
ん

卸
売
製
造
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
場
で

販
売
業
務
に
携
わ
る
皆
さ
ん
、
検

定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
７
月
14
日
㈯　

９
時
半
〜

会
場　

市
商
工
会
本
所（
瓦
谷
地
）

検
定
料　

４
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
20
日
㈬
ま
で
、
市
商
工
会

　

本
所　

☎
23―

８
６
８
６
、
ま

　

た
は
各
支
所

試
験
日
時　

８
月
22
日
㈬　

13
時

　

半
〜

会
場　

秋
田
県
正
庁

願
書
配
布　

６
月
18
日
㈪
か
ら

願
書
受
け
付
け　

６
月
27
日
㈬
〜

　
７
月
６
日
㈮　

９
時
〜
17
時

　

 （
土
日
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
由
利
地
域
振
興
局
福
祉
環
境

　

部
（
由
利
本
荘
保
健
所
）　

☎

　

22―

４
１
２
０

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｖ
Ａ
）
で
は
、
事
故
被
害
者
の

方
へ
の
交
通
遺
児
育
成
資
金
無
利

子
貸
し
付
け
（
０
歳
〜
中
学
校
卒

業
ま
で
の
子
ど
も
）
や
、
重
度
後

遺
障
が
い
者
へ
の
介
護
料
支
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　

自
動
車
事
故

　

対
策
機
構　

秋
田
支
所　

☎
０

　

１
８―

８
６
３―

５
８
７
５

　

市
で
は
、
自
力
で
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難
な
方
の
布
団
・
毛

布
・
枕
な
ど
を
丸
洗
い
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　

寝
た
き

　

り
、
認
知
症
、

　

体
の
不
自
由

　

な
方
（
重
度
）

　

な
ど
が
い
る

　

65
歳
以
上
の

　

方
で
構
成
さ

　

れ
る
世
帯
で
、

　

市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

実
施
月　
７
月
、
11
月
、
２
月
の

　

年
３
回

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
29
日
㈮
ま
で
、
長
寿
支
援

　

課　

☎
24―

６
３
２
２
、
ま
た

　

は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
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　後期高齢者医療の新しい保険証が、７
月下旬に加入者の皆さん全員に送付され
ますので、８月１日以降は新しい保険証
をお使いください。（申請手続きの必要
はありません）また、被保険者の所得に
応じて自己負担割合が違いますので（１
割または３割）、ご確認ください。

●現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちの方へ
　平成23年中の所得で、世帯員全員が住民税非課税となる世帯の方は、
入院時の食事代と１カ月の医療費自己負担限度額が減額になる「限度額適
用・標準負担額減額認定証」の交付を受けることができます。現在交付を
受けている方で、引き続き世帯員全員が住民税非課税となる世帯の方は
「限度額適用・標準負担額減額認定証」を保険証と一緒に送付しますので、
８月１日からは新しい認定証をご使用ください。
　なお、世帯員全員が住民税非課税の世帯であっても、以前に交付を受け
ていない方には送付されません。交付を受けたい方は、市民課で申請して
ください。

 （有効期限）平成24年７月31日まで
※８月１日以降は使用できません

 （有効期限）平成24年８月１日から
　平成25年７月31日まで（１年間）
※７月下旬にご自宅へ送付されます

　平成23年中の所得に応じて確定
した平成24年度の後期高齢者医療
保険料をお知らせする通知を、加
入者の皆さんにお送りします。保
険料の徴収方法は特別徴収（年金
からの徴収）と普通徴収（口座ま
たは納付書による徴収）がありま
すのでご確認ください。

　後期高齢者医療の保険料は原則
として年金から納めていただくこ
とになっていますが、口座振替に
変更することもできます。詳しく
は市民課までご相談ください。

　

岩
手
県
野
田
村
の
災
害
廃
棄
物

の
試
験
焼
却
を
行
う
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
現
地
視

察
を
行
い
ま
す
。

開
催
日　
７
月
６
日
㈮

参
加
費　

無
料

視
察
先　

岩
手
県
野
田
村　

新
山

　

グ
ラ
ウ
ン
ド（
破
砕
選
別
施
設
）

日
程　

市
役
所
前
出
発（
７
時
半
）

　

〜
視
察
〜
市
役
所
着
（
19
時
）

※

移
動
は
市
所
有
バ
ス

募
集
定
員　

35
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
25
日
㈪
ま
で
、
生
活
環
境

　

課　

☎
24―

６
２
５
３

雇
用
期
間　
７
月
26
日
㈭
〜
８
月

　

26
日
㈰

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

満
18
歳
以
上
（
高
校

　

生
不
可
）
で
健
康
な
方
、
土
日

　

も
出
勤
で
き
る
方

※

事
前
に
講
習
会
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

履
歴
書
を
持
参
の
上
、
７
月
11

　

日
㈬
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎

　

32―

１
３
３
４

日
時　
７
月
16
日
㈪　
７
時
半
〜

　

受
け
付
け
開
始
（
東
由
利
総
合

　

支
所
前
）

コ
ー
ス　

横
手
市
雄
物
川
町
二
井

　

山
〜
有
鄰
館
（
約
12
㌔
）

※

ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
は
バ
ス
で

　

移
動

参
加
料　

千
円
（
保
険
料
・
昼
食

　

含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
９
日
㈪
ま
で
、
東
由
利
教

　

育
学
習
課　

☎
69―

２
３
１
０

日
時　
７
月
14
日
㈯　

９
時
半
〜

　

受
付
開
始
、
10
時
半
〜
競
技
開

　

始
会
場　

友
水
公
園
（
ア
ク
ア
パ
ル

　

下　

子
吉
川
河
川
敷
）

種
目　
小
学
１
〜
３
年
生
の
部（
男

　

 

・
女
）、
小
学
４
〜
６
年
生
の
部

　

 （
男
・
女
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ
ア

　

 （
小
学
６
年
生
ま
で
と
家
族
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
５
日
㈭
ま
で
、
ア
ク
ア
パ

　

ル　

☎
22―

５
６
１
１

日
時　
７
月
28
日
㈯　

19
時
半
〜

会
場　

友
水
公
園
（
ア
ク
ア
パ
ル

　

前
河
川
敷
）

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
募
集
】

　

誕
生
祝
い
や
結
婚
記
念
、
還
暦

祝
い
な
ど
に
、
あ
な
た
の
思
い
を

打
ち
上
げ
花
火
に
乗
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
大
会
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

協
賛
金　

３
千
円
（
50
字
以
内
）

　
（
招
待
券
１
枚
含
む
）

申
込
期
限　

６
月
28
日
㈭

【
桟
敷
席
で
ご
観
覧
く
だ
さ
い
】

席
料　

 

１
マ
ス
（
１
坪
）
５
千
円

席
数　

44
マ
ス
（
数
に
限
り
が
あ

　

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
早

　

め
に
ど
う
ぞ
）

申
込
期
限　
７
月
26
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
本

　

荘
支
部
事
務
局
（
観
光
文
化
振

　

興
課
内
）　

☎
24―

６
３
４
９

開
催
日
時　

８
月
11
日
㈯

出
店
場
所　

青
少
年
旅
行
村
「
ち

　

び
っ
こ
広
場
」
ほ
か

募
集
要
件　

市
内
在
住
の
団
体
ま

　

た
は
個
人

出
店
規
模
・
規
定

　

１
区
画
（
３
間×

２
間
）
を
15

　

区
画
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
市
観
光

　

協
会
由
利
支
部
会
員
を
優
先
し
、

　

会
員
以
外
の
方
は
抽
選
と
な
り

　

ま
す

出
店
協
力
金　

市
観
光
協
会
由
利

　

支
部
会
員
＝
５
千
円
、
由
利
支

　

部
会
員
以
外
で
本
市
在
住
の
方

　

＝
１
万
５
千
円

※

酒
類
販
売
は
５
千
円
追
加

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
29
日
㈮
ま
で
、
市
観
光
協

　

会
由
利
支
部
事
務
局
（
由
利
総

　

合
支
所
産
業
課
内
）　

☎
53―

　

２
１
１
４

　

カ
ヤ
ッ
ク
、
自
転
車
、
ハ
イ
ク

（
歩
き
）
の
３
種
目
で
日
本
海
か

ら
鳥
海
山
頂
上
を
目
指
し
、
鳥
海

山
麓
の
雄
大
な
自
然
に
親
し
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
・
内
容

【
９
月
８
日
㈯
】
受
け
付
け
13
時
〜
、

　
開
会
式
16
時
〜
、
環
境
シ
ン
ポ

　

ジ
ウ
ム
16
時
半
〜
、
大
会
説
明

　

18
時
〜

【
９
月
９
日
㈰
】
大
会
ス
タ
ー
ト

　
５
時
半
〜
、
表
彰
式
17
時
〜

会
場　

象
潟
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

　

 （
８
日
）、
鳥
海
温
泉  

遊
楽
里

　

 （
９
日
）

参
加
資
格　

健
康
な
方
で
参
加
者

　

全
員
分
の
カ
ヤ
ッ
ク
装
備
（
Ｐ

　

Ｆ
Ｄ 

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

　

含
む
）、
自
転
車
装
備
（
ヘ
ル

　

メ
ッ
ト
含
む
）、
給
水
装
備
を

　

用
意
で
き
る
方

※

シ
ン
グ
ル
＝
高
校
生
以
上
、

　

チ
ー
ム
＝
中
学
生
以
上

参
加
費　

シ
ン
グ
ル
１
万
５
千
円
、

　

チ
ー
ム
１
人
９
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

実
行
委
員
会　

☎
０
２
３
４―

　

26―

０
４
７
０

　

 「
刑
事
事
件
の
模
擬
裁
判
」
を

題
材
と
し
た
授
業
で
、
法
律
や

ル
ー
ル
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

せ
ん
か
。

日
時　
７
月
27
日
㈮　

10
時
半
〜

　

15
時
40
分

会
場　
秋
田
弁
護
士
会
館（
秋
田
市
）

対
象　

県
内
在
住
の
中
学
生
、
教

　

員
（
受
講
料
無
料
）

定
員　

中
学
生
24
人
・
教
員
10
人

　

 （
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
10
日
㈫
ま
で
、
秋
田
弁
護

　

士
会
事
務
局　

☎
０
１
８―

８

　

６
２―

３
７
７
０

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成2平成24年６月15日号月15日号平成24年６月15日号



　

救
急
車
を
呼
ん
で
か
ら
到
着
ま

で
に
で
き
る
救
命
措
置
の
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
７
月
３
日
㈫　

10
時
〜
11

　

時
40
分

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容　

心
肺
蘇
生
法
や
誤
飲
の
異

　

物
処
理
、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
な
ど

※

動
き
や
す
い
服
装
で
受
講
し
て

　

く
だ
さ
い

※

無
料
で
託
児
も
し
ま
す
の
で
、

　

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
予

　

約
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
26
日
㈫
ま
で
、
子
育
て
支

　

援
セ
ン
タ
ー
あ
い
あ
い　

☎
28

　

―

５
５
３
５

　

カ
ダ
ー
レ
の
「
わ
い
わ
い
ス
ト

リ
ー
ト
」
で
、
音
楽
や
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
な
ど
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
１
日
、
15
日
、
29
日

　

㈰　

18
時
〜
21
時

※

以
後
毎
月
第
１
、
第
３
、
第
５

　

日
曜
日
（
カ
ダ
ー
レ
内
の
開
催

　

行
事
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
）

主
催　
カ
ダ
ー
レ
自
主
事
業
実
行

　
委
員
会

【
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
】

参
加
資
格　

高
校
生
以
上
（
高
校

　

生
の
場
合
は
学
校
の
許
可
が
必

　

要
）

•
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。（
登

　

録
無
料
）

そ
の
他　

使
用
機
材
は
ア
コ
ー
ス

　

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
な
ど
。
楽
器

　

以
外
も
可
能
で
す
が
、
電
源
の

　

供
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

カ
ダ
ー
レ
管
理

　

課　

☎
22―

２
５
０
０

日
時　

６
月
23
日
㈯　

10
時
〜
11

　

時
半

会
場　

本
荘
中
央
児
童
館

内
容　

由
利
高
校
科
学
部
の
お
兄

　

さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
万
華
鏡
を

　

作
ろ
う

参
加
費　

無
料

※

作
品
を
持
ち
帰
る
た
め
の
袋
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
中
央
児
童

　

館　

☎
22―

３
４
８
９

日
時　

６
月
24
日
㈰　

13
時
半
〜

会
場　

ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
こ
だ
ま

講
師　

オ
ス
マ
ン
・
サ
ン
コ
ン
氏

　

 （
ギ
ニ
ア
大
使
館
顧
問
）

演
題　

 「
大
地
の
教
え
」

主
催　

石
沢
中
第
16
期
卒
業
生

問
い
合
わ
せ
先　

猪
股
さ
ん　

☎

　

27―

４
７
５
５

日
時　
７
月
21
日
㈯　
６
時
〜（
市

　

役
所
集
合
）

定
員　

25
人

参
加
費　

３
千
円
（
バ
ス
代
・
保

　

険
料
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
13
日
㈮
ま
で
、
い
し
か
わ

　

文
具　

☎
22―

３
４
４
０
、 

Ｆ

　

Ａ
Ｘ
24―

２
７
２
６

日
時　
７
月
11
日
㈬　

13
時
10
分

　

開
場
、
13
時
40
分
開
演

会
場　

カ
ダ
ー
レ

講
師　

池
田
清
彦
氏
（
早
稲
田
大

　

学
国
際
教
育
学
部
教
授
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

由
利
高
等
学
校　

今
井
さ
ん　

　

☎
22―

３
２
１
９

日
時　
８
月
４
日
㈯　

９
時
〜
13
時

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生
（
保
護

　

者
同
伴
で
あ
る
こ
と
）

参
加
費　

１
組
１
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

や
し
ま
釣
具
店

　

☎
55―

２
０
１
１

◎
子
吉
川
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
も
開

　

催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ

　

い
。

日
時　

６
月
24
日
㈰　
５
時
半
〜

集
合
場
所　

矢
島
町
坂
之
下
河
川

　

広
場

　

マ
ン
ド
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

由
利
地
域
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
す
こ
や
か
コ
ー
ラ
ス
」
と
の
共

演
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
７
月
７
日
㈯　

10
時
〜
11

　

時
半

会
場　

善
隣
館
（
入
場
無
料
）

演
奏
者　

マ
ン
ド
リ
ン
：
荻
田
ヒ

　

サ
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
：
木
下
裕

　

美
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
教
育
学
習

　

課　

☎
53―

２
２
４
５

 

「
わ
い
わ
い
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
す

YurihonjoYurihonjo citycity publicpublic RelationsRelations.  2012012Yurihonjo city public Relations.  2012

日時日時　７月８日　７月８日㈰　㈰　1313時試合開始時試合開始
会場会場　西目カントリーパークサッカー場西目カントリーパークサッカー場
　
前売り前売り：大人：大人12001200円・高校生以下円・高校生以下700700円
当　日当　日：大人：大人20002000円・高校生以下円・高校生以下10001000円

日時　７月８日㈰　13時試合開始
会場　西目カントリーパークサッカー場
　
前売り：大人1200円・高校生以下700円
当　日：大人2000円・高校生以下1000円

 【日時】 ６月30日㈯　 15時
 【会場】羽後本荘駅　駅前特設会場
①ステージイベント
　 （地元の子どもたちによるダンス：「ステータ
　ス」、幼稚園児による太鼓や踊り：内越保育園・
　石脇北保育園、地元団体によるヤートセ踊り：
　本荘舞夢「踊らん会」、超神ネイガーショー、 
　ＪＲ秋田支社吹奏楽部による演奏）
②抽選会（ペア無料宿泊券や地元特産品などをプレゼント）
③うまいもの市出店（本荘ハムフライ、にかほ☆
　あげそば、地獄うどん、うちわ餅ほか）
④除雪車両の展示（３・４番ホーム）
⑤鉄道模型の展示（駅コンコース）　　　 …など
※詳しくは、JR秋田支社ホームページ（http://jreast.
　co.jp/akita/）または由利本荘市ホームページ、
　イベントパンフレットをご覧ください
 【問い合わせ先】  ＪＲ羽後本荘駅  ☎22－0221

月30日㈯ 15時

詳しくはコチラ  http://www.blaublitz.jp/

 　

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
堤

防
の
刈
り
草
、
河
川
の
伐
採
木
を

無
償
で
提
供
し
ま
す
。 

受
付
期
限　

６
月
26
日
㈫
ま
で　

 
※

９
時
〜
16
時
に
出
張
所
へ
お
い

　

で
く
だ
さ
い 

問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省
秋

　

田
河
川
国
道
事
務
所
子
吉
川
出

　

張
所
（
石
脇
「
ぱ
い
ん
す
ぱ
新

　

山
」
斜
め
向
か
い
）　

☎
22―

　

６
３
６
０

　

私
た
ち
５
名
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
は
、「
交
流
人
口
の
拡
大
」

と「
特
産
品
の
振
興
」を
テ
ー
マ
に
、

市
役
所
内
の
関
係
課
と
連
携
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
特
産
品
振
興
を
担
当
し
、

カ
ダ
ー
レ
内
に
あ
る
地
域
物
産
館

ゆ
り
ぷ
ら
ざ
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
ゆ
り
ぷ
ら
ざ
に
は
、

お
い
し
く
て
安
心
な
商
品
が
置
い

て
あ
り
、
こ
の
施
設
が
生
産
者
と

消
費
者
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

野
菜
農
家
の
方
か
ら
要
望
の

あ
っ
た
地
場
産
品
を
活
用
し
た
料

理
教
室
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

企
画
実
践
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

５
月
27
日
に
開
催
し
た
第
２
回
ゆ

り
ぷ
ら
ざ
料
理
教
室
で
は
、
本
荘

地
域
産
の
菊
芋
を
メ
イ
ン
に
家
庭

で
も
簡
単
に
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を

作
っ
た
ほ
か
、
当
日
は
、
菊
芋
栽

培
農
家
の
方
を
お
招
き
し
て
、
菊

芋
の
効
能
や
、
栽
培
に
関
す
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
い
た
だ
く
な

ど
、
参
加
者
11
名
で
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
地

産
地
消
の
推
進
と
な
る
事
業
を
地

域
の
方
々
と
一
緒
に
企
画
実
践
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

仙
台
市
出
身
の
私
に
と
っ
て
、

由
利
本
荘
市
は
資
源
に
恵
ま
れ
た

土
地
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
豊
か

な
自
然
に
加
え
、
各
集
落
に
は

「
山
菜
名
人
」、「
家
庭
料
理
の
達

人
集
団
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
知

恵
や
技
術
を
も
っ
た
人
々
が
生
活

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
宝
を
、
山
菜
宅
配
便
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
開
業
な
ど
、
今

あ
る
資
源
に
付
加
価
値
を
つ
け
て

地
域
外
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
は

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
は
ず

で
す
。
そ
こ
に
私
た
ち
の
「
よ
そ

者
目
線
」
が
役
に
立
て
れ
ば…

。

と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員　

高 

橋   

諒

日
時
・
会
場　

７
月
３
日
㈫
／

　

ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
こ
だ
ま
、
７

　

月
４
日
㈬
／
松
ヶ
崎
基
幹
集
落

　

セ
ン
タ
ー

※

と
も
に
13
時
半
〜
15
時
半

内
容　

生
活
上
の
諸
問
題
、
子
ど

　

も
の
養
育
上
の
諸
問
題
、
そ
の

　

ほ
か
心
配
な
こ
と
な
ど

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ
先　

市
社
会
福
祉
協

　

議
会
本
荘
支
所　

☎
24―

３
６

　

３
４

日
時　

６
月
20
日
㈬
・
７
月
18
日

　

㈬
・
８
月
８
日
㈬　

13
時
半
〜

　

15
時
半

会
場　

鶴
舞
会
館

内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の

　

登
記
、
相
続
、
多
重
債
務
、
過

　

払
い
、
成
年
後
見
人
な
ど

※

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
司
法
書

　

士
会　

☎
０
１
８―

８
２
４―

　

０
１
８
７

日
時　

６
月
29
日
㈮　

14
時
半
〜

会
場　

善
隣
館

テ
ー
マ　

鳥
海
山
ろ
く
線
の
利
活

　

用
拡
大
戦
略
を
考
え
る　

〜
地

　

域
を
結
ぶ
鉄
道
の
役
割
と
地
域

　

づ
く
り
と
の
連
携
〜

パ
ネ
ラ
ー　

高
橋
吉
之
氏
（
Ｊ
Ｒ

　

羽
後
本
荘
駅
長
）、
春
田
啓
郎

　

氏
（
由
利
高
原
鉄
道
㈱
代
表
取

　

締
役
社
長
）、
多
田
厚
氏
（
森

　

子
大
物
忌
神
社
文
化
保
存
会
会

　

長
）、
眞
坂
廣
男
氏
（
あ
か
つ

　

き
観
光
サ
ー
ビ
ス
㈱
代
表
取
締

　

役
）

問
い
合
わ
せ
先　

矢
島
総
合
支
所

　

振
興
課　

☎
55―

４
９
５
１

日
時　
６
月
30
日
㈯　

10
時
〜
14
時

会
場　

西
目
漁
港

内
容　

稚
魚
の
放
流
体
験
、
超
神

　

ネ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
、民
謡
シ
ョ
ー
、

　

さ
か
な
つ
か
み
取
り
、
抽
選

　

会
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

実
行
委
員
会

　

 （
西
目
総
合
支
所
産
業
課
内
）

　

☎
33―

４
６
１
４

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成2平成24年６月15日号月15日号平成24年６月15日号

　児童手当を受給している方は、毎年６月に現況届の提出が必要です。現況届
は６月１日における受給者の状況を把握し、引き続き児童手当を受給する要件
を満たしているかどうかを確認するためのもので、現況届の提出がない場合は、
６月以降の手当が受けられなくなりますのでご注意ください。
 【対象】５月まで児童手当を受給していた方（現況届の用紙を郵送します）
 【受付期間】６月18日㈪～29日㈮（土日を除く）
 【提出先】子育て支援課または各総合支所市民福祉課
 【問い合せ先】子育て支援課　☎24－6319



新着案内
《一般書》
奈落の顔
コンカツ？
語りつづけろ、届くまで
江戸のハローワーク
仮り住まい
呼ぶ山　夢枕獏山岳短篇集

吹奏楽部あるある

おやすみラフマニノフ
山形ガールズ農場！
韓国語がおどろくほど身につく本

94歳。寄りかからず。前向きにおお
らかに
時は老いをいそぐ

パパ１年生
老婆は一日にして成らず

子供の名前が危ない
ディズニーの絆力
妖談へらへら月
孔子さまへの進言
足のカカトをかじるイヌ
わかりやすい刑罰のはなし

なるほど！「藤原京」100のなぞ

晴れのちくも膜下
和解せず
ゆめみるハワイ
堕落と文学
雲をつかむ話
中国人が日本人によく聞く100の質問

不便のねうち
《Ｕ－20（10代向けの本）》
生きもののヘンな顔
お菓子の本の旅 
偽物語　上・下
社会人になる前に知っておくべき12
カ条
二年間の休暇　上・下

神様のみなしご
《児童書》
サイクリング・ドーナツ
ありがとうっていいもんだ

おっちゃん、なんで外で寝なあかんの？

すごいぞ！「しんかい6500」

錯覚の大研究
十二支のはじまり
影絵
菌類の世界

澤田ふじ子
石田　衣良
大沢　在昌
山本　真吾
丹下　健太

夢枕　　獏

吹奏楽部あるある研究会
中山　七里
菜穂子

阪堂千津子

吉沢　久子

アントニオ　タブッキ
安藤　哲也

綾小路きみまろ
牧野恭仁雄
鎌田　　洋
風野真知雄
楊　逸

椎名　　誠

永田　憲史

橿原市
有田　直子
藤田　宜永

よしもとばなな
曽野　綾子
多和田葉子

張　弘
山本ふみこ

小宮　輝之
小手鞠るい
西尾　維新

樋口　裕一

ジュール　ヴェルヌ
川島　　誠

野中　　柊

森山　　京

生田　武志

山本　省三
北岡　明佳
岩崎　京子
後藤　　圭
細矢　　剛
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※問い合わせは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお願いします

日 実　施　場　所受付時間 備　 考

22日㈮ 東由利・大蔵館（大沼組協力会）
東由利総合支所

　9：30～12：00
13：30～16：00 全血献血

と　き：７月～ 11月（毎月１回・全５回）
　　　　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　※詳細は後日、参加者にお知らせします
ところ：本荘保健センター
対　象：70歳以上（昭和18年３月31日以前に生まれた方)
定　員：40名（先着順）
内　容：運動、栄養、口腔衛生などについての学習、作品づくりなど
　　　　　※作品づくりの材料費を集金させていただく場合が
　　　　　　あります
申込期間：６月18日㈪～ 22日㈮

と　き：６月30日㈯
　　　　受付　午前９時～９時20分（終了予定　11時30分頃）
ところ：本荘保健センター
対　象：妊婦および家族の方
内　容：講義と実習「沐浴のさせ方について」
講　師：由利組合総合病院　助産師
持ち物：母子手帳、筆記用具
申込期限：６月28日㈭

と　き：７月～ 11月（毎月１回・全５回）
　　　　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　※詳細は後日、参加者にお知らせします
ところ：本荘保健センター
対　象：70歳以上（昭和18年３月31日以前に生まれた方)
定　員：40名（先着順）
内　容：運動、栄養、口腔衛生などについての学習、作品づくりなど
　　　　　※作品づくりの材料費を集金させていただく場合が
　　　　　　あります
申込期間：６月18日㈪～ 22日㈮

と　き：６月30日㈯
　　　　受付 午前９時～９時20分（終了予定　11時30分頃）
ところ：本荘保健センター
対　象：妊婦および家族の方
内　容：講義と実習「沐浴のさせ方について」
講　師：由利組合総合病院 助産師
持ち物：母子手帳、筆記用具
申込期限：６月28日㈭

平成24年６月15日号 広報ゆりほんじょう

•
興
味
深
い
内
容
で
も
っ
と
た
く

　

さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い

　

た
い
と
思
っ
た
。

•
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
こ
と
の

　

大
切
さ
を
学
ん
だ
。 

•
自
分
の
周
り
に
も
気
に
な
る
方

　

が
い
て
参
加
し
た
。
み
ん
な
同

　

じ
方
法
が
通
じ
る
わ
け
で
は
な

　

い
け
れ
ど
、 

今
回
学
ん
だ
こ
と

　

を
生
か
し
な
が
ら
関
わ
っ
て
い

　

き
た
い
。 

•
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い「
傾
聴
」

　

に
つ
い
て
学
べ
て
よ
か
っ
た
。 

　

市
で
は
、
地
域
に
密
着
し
た
自
殺
予
防
活
動
を
展
開
す
る
た

め
「
自
殺
予
防
声
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
育
成
・
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
26
人
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
声
か
け
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

る
ま
で
は
い
か
な
い
け
れ
ど
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
や
「
う
つ
」

「
自
殺
予
防
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

６月29日㈮まで
健康管理課（本荘保健センター）☎22－1834
　※ボランティア参加は、希望された場合
　※全ての回に参加できない方も申し込み可能

矢島消防署
救急救命士　野口　　元 氏

〈いのちの大切さ〉
　つながるいのち  人との絆

９月12日㈬
13：30～ 15：30第４回

心理教育相談室クローバー
室長・臨床心理士　石山　宏央 氏

〈傾聴の仕方〉
　聞き上手になるポイント

８月29日㈬
13：30～ 15：00第３回

秋田大学大学院
准教授　佐々木久長 氏

〈こころの健康と自殺予防〉
　うつのサインと関わり方

８月７日㈫
13：30～ 15：00第２回

秋田大学国際課　課長
元朝日新聞記者　高橋　康弘 氏

〈メディアと自殺の周辺〉
　取材で感じた自殺の背景

７月10日㈫
13：20～ 15：00第１回

講　　　師テ　ー　マ日　　時回

　　　　本荘保健センター　※時間や内容が変更になる場合があります



眞坂　天音ちゃん（忠司さん）大鍬町
栁橋　　巧ちゃん（一二三さん）中横町
猪股　愛未ちゃん（義博さん）東梵天
小松　諒介ちゃん（健太郎さん）古雪町
浅利　悠心ちゃん（　大　さん）石脇

大場　勇輝ちゃん（豊和さん）石脇
竹田　煌琉ちゃん（成輝さん）猟師町
阿部　羽寿ちゃん（寿徳さん）玉ノ池
佐藤　日和ちゃん（　幸　さん）三条

鈴木　彩巴ちゃん（遼一さん）薬師堂
土田　柚貴ちゃん（房貴さん）下大野
佐伯　　葵ちゃん（　亮　さん）川口

今野　陽太ちゃん（幸輝さん）大鍬町

白岩　暉莉ちゃん（　薫　さん）雪車町

伊藤　琉虎ちゃん（祐也さん）川口
大友　快人ちゃん（正彦さん）大鍬町
齋藤　明璃ちゃん（　潤　さん）石脇

井口　綾乃ちゃん（俊宏さん）東町
畑山　怜緒ちゃん（　敦　さん）二十六木

嵯峨　椎太ちゃん（祐太さん）一番堰
佐々木奏汰ちゃん（慎太郎さん）岩城赤平
三浦　絢春ちゃん（紀孝さん）前郷
鈴木　幸結ちゃん（　顕　さん）南福田

菊地　龍羽ちゃん（　亨　さん）岩谷麓

田牧　陽向ちゃん（光一さん）岩谷町

あま　ね

　　たくみ

　あ　み

りょうすけ

ゆうしん

ゆう　き

らい　る

はる　と

　ひより

いろ　は

ゆず　き

　　あおい

ひな　た

ひか　り

るう　と

かい　と

あか　り

あや　の

　り　お

しい　た

そう　た

あや　は

　し　ゆう

　りゅう

　ひなた
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「新緑の八塩登山」
天気に恵まれました。いよいよ夏山
シーズン到来！（５月27日・山頂で）

「春のプラネタリウム教室」
夏にも予定されています。大人の皆さんもぜひ
どうぞ。（５月27日・カダーレ自然科学学習室）

「子吉川の昔を
　ウォーキングでたずねるつどい」
歴史に触れながら、前郷～二十六木橋～
アクアパルを散策しました。
　　　　　　（５月19日・子吉川流域）

　原　睦美さん
（薬師堂・75歳）

佐藤惠美子さん
（船ヶ台・82歳）

阿部　和博さん
（大鍬町・68歳）

𠮷野　太吉さん
（石脇・82歳）

成田　正造さん
（大中ノ沢・88歳）

渡邊　貞吉さん
（水林・81歳）

渡辺きよ子さん
（薬師堂・61歳）

谷　多賀子さん
（新組町・88歳）

小番英一さん（旧矢島町功労者・矢島町立石）
５月31日永眠されました。平成元年から８
年間、旧矢島町収入役として、町政の発展に
尽力されました。平成15年旧矢島町産業功
労者顕彰。平成17年瑞宝双光章。81歳。

◆
毎
日
、
草
む
し
り
し
て
ま
す

が
、
む
し
っ
て
も
む
し
っ
て
も
、

ど
ん
ど
ん
生
え
て
く
る
草
、
す

ご
い
で
す
ね
。
で
も
、
く
じ
け

ず
、
む
し
っ
て
き
れ
い
に
し
た

い
で
す
。

（
三
浦
さ
ん
・
54
歳
・　

矢
島
地
域
）

◆
朝
の
通
学
時
間
、
鶴
舞
小
の

子
ど
も
た
ち
の
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
の
あ
い
さ
つ
で
、

一
日
の
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
あ
い
さ
つ
は
大
切
で
す
ね
。

（
阿
部
さ
ん
・
69
歳
・　

本
荘
地
域
）

◆
先
日
、
田
ん
ぼ
の
手
伝
い
を

し
に
実
家
に
一
週
間
泊
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
だ
２
歳
の
息
子

も
田
ん
ぼ
に
行
き
、
手
伝
い
に

な
ら
な
い
手
伝
い
を
、
泥
だ
ら

け
に
な
り
な
が
ら
頑
張
っ
て

や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
然
の

中
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
ら

し
く
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く

な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

（
工
藤
さ
ん
・
24
歳
・　

西
目
地
域
）

◆
矢
島
の
菜
の
花
ま
つ
り
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
鳥
海
山
と

菜
の
花
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し

し
ま
し
た
。
市
内
各
地
域
の
お

店
の
コ
ー
ナ
ー
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

（
木
村
さ
ん
・
50
歳
・　

矢
島
地
域
）

◆
本
荘
に
嫁
い
で
き
て
57
年
。

主
人
に
先
立
た
れ
て
４
月
に
13

回
忌
を
す
ま
せ
ま
し
た
。
毎
年
、

岡
崎
に
い
る
娘
一
家
が
お
盆
に

来
て
「
高
山
の
、
わ
か
め
入
り

ざ
る
中
華
」
を
お
い
し
い
と
食

べ
て
行
き
、
秋
ま
で
何
度
も
送

り
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
一
人
暮
ら
し
の
私
を
心
配

し
て
岡
崎
に
来
る
よ
う
に
言
わ

れ
、
思
い
切
っ
て
行
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
娘
た
ち
は
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
来
る
の
は
よ
か
っ

た
け
ど
「
ざ
る
中
華
」
が
食
べ

ら
れ
な
く
な
る
の
が
残
念
だ
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
県
外
で
も

…

と
企
画
を
練
っ
て
お
ら
れ
る

と
の
こ
と
。
ぜ
ひ
岡
崎
で
も
手

に
入
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
お
店
に
並
ぶ
の
を
待
っ

て
お
り
ま
す
。

（
楢
岡
さ
ん
・
81
歳
・　

本
荘
地
域
）

く
た
く
さ
ん
の
人
に
見
に
来
て

ほ
し
い
な
ぁ
と
思
っ
て
ま
す
。

（
佐
藤
さ
ん
・
54
歳
・　

矢
島
地
域
）

◆
い
つ
も
由
利
本
荘
市
で
生
き

生
き
と
働
く
、
ス
テ
キ
な
人
た

ち
の
活
躍
を
読
ま
せ
て
頂
き
、

笑
売
繁
盛
の
フ
ァ
ン
の
一
人
で

す
。　

（
斎
藤
さ
ん
・
58
歳
・

本
荘
地
域
）

◆
愛
知
県
岡
崎
市
よ
り
移
転
し

て
３
年
、
自
然
と
人
が
気
に
入

り
ま
し
た
。
広
報
の
く
ら
し
の

お
知
ら
せ
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
す
。
（
二
瓶
さ
ん
・
62
歳
・

矢
島
地
域
）

◆
夏
の
中
元
品
、
毎
度
何
に
し

よ
う
か
悩
み
ま
す
が
『
味
わ
い

麺
づ
く
し
セ
ッ
ト
』
は
、
と
て

も
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
。
商
品
と

し
て
売
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

（
桜
井
さ
ん
・
56
歳
・　

西
目
地
域
）

◆
今
年
４
月
、
秋
田
市
か
ら
岩

城
に
住
所
を
移
し
生
活
し
て
い

ま
す
。
麺
は
大
好
き
で
、
夏
冬

問
わ
ず
買
い
ま
す
。「
ざ
る
中

華
」
が
秋
田
の
定
番
と
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

（
今
野
さ
ん
・
44
歳
・　

岩
城
地
域
）

◆
「
わ
か
め
入
り
ざ
る
中
華
」、

大
好
き
で
す
。
他
に
も
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
麺
を
製
造
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
び
っ
く
り

 

広
報
課
よ
り

　

田
植
え
も
終
わ
り
、
季
節

は
夏
へ
。
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に

向
け
て
、
募
集
や
お
知
ら
せ

の
記
事
が
チ
ラ
ホ
ラ
で
て
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
夏
と

い
っ
た
ら…

何
で
し
ょ
う
⁉

……………………
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人　口

男

女

世帯数

（－　94）

（－　37）

（－　57）

（　　14）

５月末日現在・住民基本台帳

（　）は前月比

84,568　人　

40,456　人　

44,112　人　

30,296世帯

◆◆◆◆◆◆◆◆

　県内では、今年に入って軽トラッ
クの死亡事故が７件発生していま
す。またシートベルト非着用での
死亡事故も３件発生しています。
★近距離の運転でも、必ずシート
　ベルトを着用しよう！
※軽自動車の場合、シートベルト
　非着用での事故が重大な結果に
　つながる恐れがあります

　

県
で
は
、
歯
の
衛
生
週
間
に
あ
わ
せ
３
歳
児
歯
科

健
診
で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
と
そ
の
親
を
対
象

に
「
親
子
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
14
日
、
由
利
本
荘
地
区

審
査
会
が
行
わ
れ
、
歯
科
医
師

が
虫
歯
の
有
無
や
歯
並
び
、
歯

の
清
掃
状
態
な
ど
を
審
査
。
由

利
本
荘
保
健
所
管
内
の
４
組
の

親
子
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

歯
み
が
き
を
習
慣
に
し
て
、

健
康
な
お
口
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
た
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受

け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

626人
404人
222人
1.38本

753人
354人
395人
2.71本

受 診 者
虫 歯 な し
虫 歯 あ り
平均虫歯本数

H23年度H13年度

齋藤　律子さん
（石脇・90歳）

小松トメヨさん
（柳生・84歳）

木内　和喜さん
（石脇・58歳）

倉橋　弘一さん
（美倉町・90歳）

堀内義太郎さん
（矢島町荒沢・84歳）

竹村　ミヱさん
（矢島町七日町・93歳）
秋山　　博さん
（矢島町川辺・74歳）

佐藤　久男さん
（矢島町城内・91歳）

佐藤　アイさん
（矢島町新荘・79歳）

山内　良子さん
（岩城亀田大町・83歳）
大野　ギンさん

（岩城赤平・92歳）
丸山トミヱさん
（岩城六呂田・90歳）

木村　伸行さん
（川西・45歳）

加藤キミ子さん
（土倉・89歳）

大関堅治郎さん
（前郷・95歳）

佐々木仁三郎さん
（岩谷町・83歳）

伊藤　盛藏さん
（及位・82歳）

斉藤　彰二さん
（北福田・94歳）

齊藤シヅヱさん
（松本・92歳）

高野ヨシ子さん
（中田代・83歳）

東海林キンさん
（北福田・87歳）

畠山　淳悦さん
（東由利田代・84歳）

小松ナヲヨさん
（東由利黒渕・91歳）

髙橋　トシさん
（東由利法内・78歳）

嶽石スミ子さん
（東由利黒渕・71歳）

齋藤センコさん
（西目町西目・99歳）

佐々木ヤスヱさん
（西目町海士剝・93歳）
池田　義夫さん
（西目町西目・62歳）

佐藤ヨシミさん
（西目町海士剝・86歳）
佐藤　昭二さん
（西目町海士剝・76歳）
佐　　良美さん
（鳥海町下笹子・80歳）
高橋　喜一さん
（鳥海町下笹子・81歳）
眞坂　セツさん
(鳥海町中直根・83歳）
高橋トクヱさん
（鳥海町上笹子・94歳）


